

















































くものの、明治 38 年（1905）まで続く。明治 16 年
























大正 14 年（1925）189,036 人、昭和９年（1934）











31 地域に 40 社が鎮座 ※岩神と推量される小祠は除いた。（アイヌの信仰・木幣と関係か？）
海外神社研究会
「樺太の神社の終戦顛末」
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め、大正 10 年１月１日に神社規則（大正９ 年 12 月





















なお、神職数は、昭和 12 年が 38 名（雇員含む）、
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亜庭神社の山田社司は昭和 21 年 12 月 18 日、大泊






























宗教活動を容認した。いずれにしても昭和 20 年夏から 
引揚直前まで数社で祭祀活動ができたのは、奇跡という
べきで、他の外地と比べて特異な状況である（ロシア語
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写真５ 樺太護国神社（昭和 14 年以降）
